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生態系サービスの向上
・生物多様性の保全再生
・生物生息状況把握が基礎



●

盤洲小櫃川河口

●

三番瀬浦安

●

新浜湖

●

葛西臨海公園東・西なぎさ、野鳥園
●

お台場海浜公園

●
多摩川河口大田区、川崎市

●

●野島、海の公園

東京港野鳥公園、城南島海浜公園
●

大井埠頭中央海浜公園
大森ふるさとの浜

2022年東京湾生物生息確認報告 おせっ会とりまとめ

ふなばし三番瀬海浜公園
●

報告地点 18
報告団体 13

今年は生物枠を設けない＝全確認生物種



括りは主観的認識？、プランクトンは除きました。

つまりベントスとネクトン



605種群（暫定）



報告種群の多さ

• 専門家的な分類能力



報告種群の多さ

• 多様な調査方法

• 市民参加による調査努力量の増大

・目視、素手、たも網調査（自由調査）
・潜水（水中潮下帯）調査

（作業許可：保安庁、港湾管理者、施設管理者）
・定置網調査（施設管理者、特別採捕許可）
・施設管理者の自主調査（定期、日常的）
・公園利用者の持ち込み



外来種

ハクライオオギガニ



外洋性種
ヒライソガニ

キタフナムシ

フナムシ

クロフジツボ



両側（淡水ー海水）性種

ニホンウナギ

テナガエビ

モクズガニ



汽水性種

ヤマトシジミ

シタラエビ

アリアケモドキ（写真：多留聖典）

ヤマトシジミ



東京湾生物多様性保全再生

・河川・湖沼ー河口ー内湾ー外洋の連続性と各域の生物生息場の安定性

・多様な環境からの報告：

人工環境：人工水路、親水公園、沿岸河川、自然観察施設、
人工干潟、人工海浜、護岸堤防

自然環境：塩性湿地、前浜干潟、浅瀬、潮下帯

多様な観察主体による観察が必要



東京湾生物情報収拾の課題

・組織 現場組織（団体）はある。

参加はボランティア（無給）

・取りまとめ機構の不在
対応行政、研究機関の欠如

・行政委託調査データの活用
集計と発表体制の欠如



東京湾生物情報収拾の課題

・多様でたくさんの参加者

イベント企画運営、安全対策、機材提供、情報発信

・生物同定の協力

多層の分類能力者

ガチタクソノミスト：特定生物群の分類学研究者

プロタクソノミスト：コンサル社員

パラタクソノミスト：フリーランス、社会人研究者

エドタクソノミスト：インタープリーター、レンジャー、NPOリーダー

ワレタクソノミスト：市民、生徒児童

今回の協力者＝ボランティア（無給）

プロの参加促進



課題解決

・組織 運営体制の確立

ボランティアから有給組織へ

ファンド（民間と行政から）の獲得、委託業務化

・イベント化や交流研修会を通した、参加促進

・行政手続き（調査作業許可、特別採捕許可）の
簡素化



とりあえずできること
イベント化

・身近な生物調査

江戸っ子生物：マハゼ、アサリ、

ウナギ

話題性意外性のある対象生物：外来種、希少種
チチュウカイミドリガニ、ムラサキイガイ
汽水性カニ類、

来年度やってみよう！
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